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  今日も霜の降りる寒い朝でしたが、真っ青な空

のもと、Ashburton College 最終日を迎えました。

今朝も、Assembly（集会）から一日が始まりまし

た。今日は高学年（高校２．３年）の生徒が集ま

る中、自己紹介と校歌を披露しました。その後、

Ashburton College の生徒たちが、箸を使った「ヌ

ードル早食い競争」を企画していて、本校の生徒

２名が参加しました。さすがに箸の使い方は本校

の生徒の方がうまく、本校の女子生徒が優勝しま

した。 

Ashburton College の集会は、学年代表の生徒が運営しており、アットホームな感じで

あると共に、代表生徒のリーダーシップには皆驚かされていました。 

 集会の後は、終日、Ashburton College の授業に

参加しました。本校生徒の参加がしやすいように、

授業では双方の生徒のインタラクションを重視し

た、多くの活動が用意されていました。本校の生

徒たちは、授業を通じても、多くの新しい人と出

会い、会話するチャンスをいただきました。 

 いったんホストファミリーと帰宅した後、また

夜に学校に集まり、Farewell Party を行いました。

本校生徒３１名のほかに、すべてのホストファミ

リーが一堂に集まり、総勢１３０名ほどの盛大な

パーティーでした。本校生徒は、校歌、”We are the world”の斉唱、「ソーラン節」を披

露しました。”We are the world”には参加したホストファミリーの皆さんも歌に加わり、

温かな一体感が感じられました。「ソーラン節」は、このメンバーで演じるのも最後と

いうこともあり、またホストファミリーへの感謝の気持ちも込もった、とても迫力のあ

る威勢のいいものでした。熱演の後、大きな拍手が起こったことは言うまでもありませ

ん。次に、本校のリーダー２名が心のこもった感謝のスピーチを述べました。 

 セレモニーの最後は、本校生徒一人一人に

Ashburton College での語学研修の「修了証」が

授与されました。この１０日間のいろいろな思い

出がよみがえったのか、涙する生徒も見られまし

た。 

 その後は、用意されたたくさんの食べ物に舌鼓

を打ちながら、ホストファミリーとの会話に花を

咲かせていました。 

 明日は一日ホストファミリーと過ごし、明後日

の朝、Ashburton から Auckland へと向かいます。 

 

 


